
正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

七
九

改
正
後
欄五

別
第
２
の
２

別
表
第
２
の
２

〃

改
正
前
欄四

〃

改
正
後
欄
一
五





〃

改
正
前
欄
一
二


そ
れ
ぞ
れ
一
行
上
げ
る
。

〃

〃終り
か
ら一

〃

改
正
後
欄
一
六

揚
貨
装
置
の
使










用
禁
止
の
記
録










揚
貨
装
置
の
使

用
禁
止
の
記
録

〃

〃終り
か
ら六 





〃

〃〃

五
揚
貨
装
具
の
使










用
禁
止
の
記
録










揚
貨
装
具
の
使

用
禁
止
の
記
録

令和年月日 木曜日 第号官 報
定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

鳥
取
県
米
子
市
安
倍
二
二
番
地
の
一

み
つ
わ
ビ
ル
管
理
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
井

直
哉

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

徳
島
県
三
好
市
池
田
町
マ
チ
二
四
七
五
番
地

株
式
会
社
山
城
も
く
も
く

代
表
取
締
役

吉
岡

章
二

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
五
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

高
知
県
高
知
市
五
台
山
五
〇
一
五
番
地
一

高
知
県
く
み
あ
い
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
島

信
行

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
太
斎
喜

信
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。令

和
八
年
六
月
二
十
五
日

東
京
都
豊
島
区
目
白
三
丁
目
一
四
番
一
八
号
二
Ｆ

Ｍ
Ｅ
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

Ｉ
Ｎ
Ｃ

日
本
に
お
け
る
代
表
者

太
斎

喜
信

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
十
二
億
五
千
六
百
万
円
減

少
し
て
九
億
九
千
四
百
万
円
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
日

掲
載
頁

一
〇
九
頁
（
号
外
第
八
十
五
号
）

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
一
番
七

一
〇
〇
六
号

Ｐ
Ｊ
Ｍ
Ｆ

Ｉ
ｎ
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
特
定

目
的
会
社

取
締
役

菊
地

耕
平

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
二
十
六
億
円
減
少
し
一

億
五
百
三
十
一
万
二
千
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。効

力
発
生
日
は
令
和
八
年
七
月
二
十
七
日
で
あ
り
、
社

員
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
六
月
二
十
三
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
九
日

掲
載
頁

七
十
八
頁
（
号
外
第
八
十
四
号
）

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
四
番
一
号

タ
ワ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
特
定
目
的
会
社

取
締
役

本
吉

進

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
三
百
億
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
十
四
日

掲
載
頁

一
四
四
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

さ
く
ら
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

北
川

久
芳

令
和
七
年
十
二
月
二
十
四
日（
号
外
第
二
百
八
十
二
号
）

公
布
国
土
交
通
省
令
第
百
二
十
一
号
（
船
舶
設
備
規
程
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
）

令
和
八
年
一
月
十
五
日
（
号
外
第
八
号
）
公
布
国
土
交

通
省
令
第
二
号
（
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場

の
認
定
に
関
す
る
規
則
及
び
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害

の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場
の
認
定

に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
）

（
原
稿
誤
り
）

四
二
ペ
ー
ジ
一
九
行
目
及
び
四
五
ペ
ー
ジ
八
行
目
「
移

動
し
」
の
後
に
「
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改

正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の

は
、
こ
れ
を
削
り
」
を
加
え
る
。

四
三
ペ
ー
ジ
改
正
後
欄
一
八
行
目
及
び
四
五
ペ
ー
ジ
改

正
後
欄
終
り
か
ら
四
行
目
の
次
に
次
を
加
え
る
。

（
削
る
）

四
三
ペ
ー
ジ
改
正
前
欄
終
り
か
ら
五
行
目
及
び
四
五

ペ
ー
ジ
改
正
前
欄
終
り
か
ら
二
行
目
の
次
に
次
を
加
え

る
。

第
九
条
及
び
第
十
条

削
除


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